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『観光先進国』を目指している



特定複合観光施設区域の整備の推進に関する法律

統合型リゾート施設（=IR施設）を
日本に整備することで観光需要を取り込む

2018年7月20日可決・成立

カジノ法＝



IR施設とは？

エンターテインメント施設

会議場・展示場

ホテル

カジノ施設



3か所を上限に建設

どこに立地するかは未定

苫小牧市

千葉市

東京都

横浜市

大阪府

和歌山県

長崎県

名古屋市



有識者会議

利用者の立場 客観的なデータ 最適な配置

IR推進本部

配置を最終決定（？）

各自治体の試算

自治体によって
条件がバラバラ

利用客の総移動距離最短





国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

設定１ 設定２

設定３ 設定４



国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

1741市区町村
約1.26億

主要7空港外国人入国数
約2500万人

約1000万世帯

使用データ

1273市区町村
約860万世帯



国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

設定１ 設定２

設定３ 設定４



候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

現状の有力候補地8か所

政令指定都市・中核市・特例市
105か所



国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

設定１ 設定２

設定３ 設定４



変数：約1万～13万個
式 ：1300本～1400本

CPLEX

数秒～６時間y3 y6 y8に配置



長崎 大阪 東京

1世帯あたりの平均移動距離
約137km

ID 都道府県 市区町村

1北海道 苫小牧市
2千葉県 千葉市

3東京都 東京特別区
4神奈川県 横浜市
5愛知県 名古屋市
6大阪府 大阪市
7和歌山県 和歌山市

8長崎県 長崎市



国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

設定１ 設定２

設定３ 設定４



長崎 大阪 東京

外国人数を変化させても結果は同様

1世帯あたりの平均移動距離
約137km



国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

設定１ 設定２

設定３ 設定４



福岡県福岡市

大阪府枚方市

東京特別区

1世帯あたりの平均移動距離
129km



国内需要

国内需要
＋

インバウンド需要

候補地8ヶ所

候補地105ヶ所

設定１ 設定２

設定３ 設定４



福岡県福岡市

大阪府岸和田市

東京特別区

1世帯あたりの平均移動距離
122km



結果①→ 国内需要が配置を決める際の基準になる

結果②→ 現在の候補地で最適に近い配置が可能


